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はじめに 

 

この度は ActiveXperts Network Monitorをご使用いただき、誠にありがとうございます。 

ActiveXperts Network Monitorは、クラウド、仮想化プラットフォーム、サーバー、アプリケーション、データベースなど、

70 以上の監視項目をビルトインで設定できます。監視対象により異常検知時の動作やアラートを指定や異常の発生

状況などをレポート出力することもできます。 

 

本書は、ActiveXperts Network Monitorの新規インストールから利用いただくまでを記述しております。 

 

ActiveXperts Network Monitorをご使用いただく際に、本書をお役立ていただけると幸いです。 

 

ActiveXperts Network Monitorの日本語情報については、https://www.activexperts.jp/ をご参照ください。 

 

ご注意 

1. 本書の内容は将来予告なしに変更する事があります。 

2. 本ソフトウェア、及び本書を運用いただき生じた結果につきましては、一切の責任を負いかねますことをご了承くだ

さい。 

 

著作権 

Copyright © 2020 ActiveXperts Software B.V. 

Copyright © 2020 TechnoBlest Inc. All Rights Reserved. 

このマニュアルの一部、または全てを許可なく複写する事はできません。 

 

商標 

Windowsは米国Microsoft社の登録商標です。その他、記載されている会社名、製品名等は各社の登録商標、また

は商標です。 
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ActiveXperts Network Monitorのご紹介 

ActiveXperts Network Monitorは、クラウド、仮想化プラットフォーム、サーバー、ワークステーション、デバイス、アプ

リケーション、データベースなど、ビルトインされた 70 以上の監視項目から選択、設定することでエージェントレスで、

死活監視環境を構築できます。 

 

異常検知時のメール通知などアラートの指定やプログラムの実行、マシンの再起動など設定することもでき、管理者

の負担を軽減します。また、異常の発生状況などをレポート出力することができます。 

 

ActiveXperts Network Monitor メインウインドウ 
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システム必要条件・注意事項 

⚫ サーバープラットフォーム：Windows 2019、Windows 2016、Windows 2012 R2、Windows 2012、Windows 

2008 R2、Windows 2008 

⚫ デスクトッププラットフォーム：Windows 10、Windows 8、Windows 7 

⚫ サポートされている仮想化プラットフォーム：VMware、Microsoft Hyper-V、Citrix Xen、Oracle VirtualBox、

Virtual Bridges VERDE 

⚫ CPU：ActiveXpertsのマルチスレッドアーキテクチャのため、マルチコアプロセッサを推奨 

⚫ メモリ：最小 2GB、4GB以上推奨 

⚫ DBMS：パフォーマンスを向上させるために、MS SQL または MySQL サーバーをネットワークで使用することを

お勧めします。 

⚫ 英語版となります。 

⚫ HTTP（S）、FTP、ファイルチェックなどで、サイト内、ファイル内に含まれる文字列を監視する場合、日本語を含

む 2 バイト文字をチェックする設定では、正しくチェックが実施されませんが、日本語文字列の中に含まれる半角

英数文字をチェックする場合は、正しく動作いたします。（ファイルタイプやコンテンツタイプにより異なる場合があ

りますので、試用版にて動作をご確認ください。） 

 

ライセンスキーの登録方法 

ActiveXperts Network Monitor をご購入いただいております場合、試用版へライセンスキー情報を入力することで、

正規版として使用できます。 

ライセンスキーの入力は、Helpメニューの License Informationより表示されます「ActiveXperts License」ダイアログ

よりおこなうことができます。 

 

 

Enter keyボタンから表示される「Enter License Key」ダイアログのLicense Key欄にライセンスキーを入力してくださ

い。 
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試用版について 

ダウンロードいただけます ActiveXperts Network Monitorは、試用版として機能制限なく 15チェックまで、

ご利用いただけます。 

ダウンロードいただけます試用版は、ライセンスキーの投入により正規版へ移行できます。 

試用版の使用により直接的、間接的に発生した損害については、試用版・正規版にかかわらず弊社では一切責

任を負いませんのでご了承ください。ダウンロードいただきました場合はこれに同意いただいたものといたし

ます。 

ライセンスキー情報発行後の返品、返金をお受けすることはできません。ご購入前に試用版にて必ず動作をご

確認ください。 
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ActiveXperts Network Monitorのインストール 

1. ActiveXperts Network Monitorのインストーラーを開始します。 

2. インストーラーが開始されます。 

 

「Next」ボタンで次へ進みます。 

3. License Agreementが表示されます。 

 

同意いただけます場合、「I accept the term of the license agreement」を選択して「Next」ボタンをクリ

ックします。 
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4. Installation Typeの選択画面が表示されます。 

 

通常は、上の「Install Network Monitoring Engine + Management Console」（ネットワークモニタリング

エンジン + 管理コンソール）を選択してください。 

「Next」ボタンで次へ進みます。 

5. Customer Informationが表示されます。 

 

・User Name（ユーザー名） 

・Company Name（会社名） 

・Serial Number（シリアル番号） 

すべての項目が必須をなります。 
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既に製品をご購入いただいております場合は、Serial Numberにシリアル番号を入力してください。 

試用版をご利用いただく場合は、「FREE」のままとしてください。（※試用版の場合でも User Name、

Company Nameの入力は必要です。） 

入力が完了しましたら「Next」ボタンで次へ進みます。 

 

6. Choose Destination Locationが表示されます。 

 

インストールする場所を選択してください。 

Browse（参照）ボタンで、場所を指定することができます。 

デフォルトでは、「C:¥ProgramData¥ActiveXperts¥Network Monitor」が指定されます。 

選択が完了したら「Next」ボタンで次へ進みます。 

 

7. Select Program Folderが表示されます。 
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プログラムフォルダを指定することができます。 

デフォルトは、「ActiveXperts Network Monitor」となります。 

指定が完了したら「Next」ボタンで次へ進みます。 

8. Start copying Filesが表示されます。 

 

インストールする準備が整いました。表示されている内容を確認してください。 

「Next」ボタンをクリックするとインストールが開始されます。 

修正が必要な場合、「Back」ボタンで、修正を行う箇所まで戻ることができます。 

内容に問題がなければ「Next」ボタンでインストールを開始してください。 
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9. インストールが開始されます。 

 

10. Setup typeが表示されます。 

 

ActiveXperts Network MonitorをWindowsのシステムサービスとして実行するためのアカウントを選択し

ます。 

・A (domain) administrative account（管理者アカウント）※こちらが推奨されます 

・The local system account（ローカルシステムアカウント） 

選択が完了したら「Next」ボタンで次へ進みます。 
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11. Service Accountが表示されます。 

 

有効なサービスアカウントの情報を入力してください。ドメイン管理者グループの権限を持つアカウント

が推奨されます。入力が完了したら「Next」ボタンで次へ進みます。 

 

12. ActiveXperts Network Monitorをサービスとして実行するための構成が開始されます。 

終了すると以下の表示となり、インストールは完了です。 

 

「Yes」を選択して「Finish」ボタンをクリックすると ActiveXperts Network Monitorの管理画面が表示さ

れます。（管理画面を表示しない場合は、「Yes」のチェックを外して「Finish」ボタンをクリックしてく

ださい。 
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ActiveXperts Network Monitorの開始（クイック構成ウィザード） 

インストール完了後の自動開始、デスクトップに作成された「ActiveXperts Network Monitor Manager」ショートカット、

またはWindowsスタートメニューから「Network Monitor Manage」からActiveXperts Network Monitor Manager（管

理コンソール）を開くことができます。 

初めて ActiveXperts Network Monitorを実行すると以下の「Quick Configuration Wizard」が表示されます。 

 

Quick Configuration Wizardでは、以下の構成を行うことができます。 

1. アラートに使用されるアドレス帳の最初のエントリを作成 

2. アラートに使用される Eメールの構成 

3. アラートに使用される SMSの構成 

4. いくつかのサンプルチェックの作成 

5. メンテナンススケジュールの構成 

6. タッチスクリーンデバイスのためのWEBアクセスの設定 

 

これらのウィザードの内容は、個別に設定することもできます。必要がない場合は、「キャンセル」ボタンで

終了してください。 

また、Fileメニュー → Configuration → Quick Configuration Wizardからも、このウィザードを開始すること

ができます。 

 

Step 1. Configuring Address Book（アドレス帳の構成） 

ActiveXperts Network Monitor は、サーバーやデバイスで失敗（エラー）が検知された場合、管理者への

アラートにアドレス帳を使用します。 

ここでは、アドレス帳に使用される情報の詳細を入力してください。 
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・First name（名字） 

・Last name（名前） 

・E-mail Address（Eメールアドレス） 

・Mobile Number（携帯電話番号） 

すべての項目が必須ではありませんが、Eメールで通知を受け取るには「E-mail Address」を入力してく

ださい。 

必要のない場合は「Skip creation of an Address Book entry, I will do that later.」をチェックして、この手

順をスキップしてください。 

Step 2. Configuring E-mail Alert Settings（Eメールアラート設定の構成） 

Eメールでアラート送信するための構成を設定します。 
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各設定項目の内容は以下の通りとなります。 

・Enable E-mail Alert Notifications = Eメールアラート通知を有効 

・SMTP Server = メール配信に使用する SMTPサーバーを入力してください。 

・Port = SMTPサーバーのポート番号を入力してください。 

・Connection Security = SMTPサーバーの接続に使用するセキュリティタイプを選択してください。 

・Server requires authentication = サーバーで認証が必要となる場合、こちらをチェックしてください。 

                「Authentication」ボタンより認証情報を設定いただけます。 

・Sender E-mail Address = 送信者の Eメールアドレス 

設定が完了しましたら「Test SMTP Connection」ボタンをクリックすることでテストメールを送ること

ができます。 

Step 3. Configuring SMS Alert Settings（SMSアラート設定の構成） 
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SMSを使用してアラートの通知を行う場合はこちらで設定してください。 

Step 4. Configuring Maintenance（メンテナンスの構成） 

 

アラートを避けるスケジュールを構成することができます。これはバックアップやシステムメンテナンス

などにより定期的にデバイスやネットワークがオフラインとなる場合にアラートを受信しないスケジュ

ールを構成することができます。 

Step 5. サンプルチェックの作成 
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いくつかのサンプル監視項目（チェック）を作成することができます。 

・Create the following Sample Checks now, Checking the local host: 

  ローカルホストのチェックように以下のサンプルチェックを作成 

・Check Windows CPU Usage = Windowsの CPU使用 

・Check Windows Free Disk Space = Windowsの空きディスクスペース 

・Check HTTP Web Site = HTTP Webサイトのチェック 

・Check ICMP/Ping Availability = ICMP / Pingの可用性 

・Use Custom PowerShell Check = カスタム PowerShellチェック 

・Use Custom VBScript Check = カスタム VBScriptチェック 

作成したい監視項目をチェックしてください。 

Step 6. Environment monitoring device（環境モニタリングデバイス） 

※現在日本ではサポートされておりませんので、こちらの項目はすべてチェックを外してください。 
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Step 7.  

Environment monitoring device（環境モニタリングデバイス） 

※現在日本ではサポートされておりませんので、こちらの項目はすべてチェックを外してください。 

 

Step 8. Finished（完了） 
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以上でウィザードは完了となります。 

Configure Web Access now を選択すると、モバイルデバイスなどでアクセスできる ActiveXperts Webア

クセスを構成します。（後で構成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 20 

管理画面に作成したサンプルのチェックが作成されます。 

 

サンプルを元に監視項目の変更を行ってください。 
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ActiveXperts Network Monitorの基本的な設定について 

 

Eメール通知の構成 

 

E メール通知の構成は、メニューバーの Configure Notificationsより設定いただけます。 

 

各設定項目の内容は以下の通りとなります。 

・Enable E-mail Alert Notifications = E メールアラート通知を有効 

・SMTP Server = メール配信に使用する SMTPサーバーを入力してください。 

・Port = SMTPサーバーのポート番号を入力してください。 

・Connection Security = SMTPサーバーの接続に使用するセキュリティタイプを選択してください。 

・Server requires authentication = サーバーで認証が必要となる場合、こちらをチェックしてください。 

                「Authentication」ボタンより認証情報を設定いただけます。 

・Sender E-mail Address = 送信者の E メールアドレス 

設定が完了しましたら「Test SMTP Connection」ボタンをクリックすることでテストメールを送ることができます。 

 

SMTP Settingsでは、Address Book（配信先のアドレス帳）、Format Massage（送信されるメッセージのフォーマッ

ト）、Secondly Server（セカンダリサーバー）を設定できます。 
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Address Book（アドレス帳） 

ここでは、アラートメールの配信先を設定、選択することができます。 

Contact Groupを選択すると、Contactsにグループ内に設定されているユーザーが表示されます。 

新しくコンタクトを追加する場合は、「Create New Contact」ボタン、削除する場合は、「Delete Contact」ボタンをク

リックしてください。 

右側の「Receive Alert」がチェックされている場合、この連絡先にアラートメールが送信されます。 

 

Format Massageボタンをクリックするとアラートメールの内容を編集することができます。 
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Subject（件名）、Message（本文）が編集できます。 %で囲まれた内容は ActiveXperts Network Monitorが使用

する変数となります。 

Message Formatでは、メッセージのフォーマットを設定できます。必要に応じて Character set等を設定してくださ

い。（メッセージに日本語を含む場合は、Character set で Japanese を選択いただくことをお勧めいたします。（設

定により文字化けが発生する場合がありますので、テストメールなどでご確認ください。また、件名の日本語は文字

化けすることがあります。） 
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ログの設定 

ログの設定は、ツールメニューの Configure Optionsより設定できます。 

 

 

 

Optionsダイアログが表示されますので、Loggingタブを選択します。 

ログは、プレーンテキスト（Plain Text）・データベース（Database）への保存、または Syslog serverへ保

存することができます。 

プレーンテキストで保存する場合の、保存場所などを設定する場合は「Advanced Log to Plain Text Settings」

ボタンをクリックしてください。 
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Log Pathでは、ログの保存場所を設定できます。 

Maximum File Sizeの設定では、設定したサイズにログファイルが到達した場合の動作を選択できます。 

Backup the exit logfile and clear = 既存のログファイルをバックアップしてクリアします。（バックアップは、

Log00000.txt,Log00001.txtのように作成されます。） 

Do not log events until event log is cleared manually = ログが手動でクリアされるまで、イベントはログさ

れません。 

 

構成の自動バックアップ 

ActiveXperts Network Monitorは、構成を自動的にバックアップすることができます。これは設定を復元す

る場合などに有用です。 

 

Configure Optionsから Optionsダイアログを開き、Auto Backupタブを選択します。 
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Enable Auto Backupがチェックされている場合、自動的に構成のバックアップをおこないます。 

Destination Folderでは、バックアップファイルの作成場所を選択できます。 

Backup everyで、スケジュールを設定してください。 

また、Backup Whatでは、バックアップする内容を選択することができます。 
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チェック（監視）の追加 

チェックの追加は、メニューバーの「Create New Check」より行うことができます。 

 

 

「Create New Check」をクリックすると「Create New Check」ダイアログが表示されます。 

 

最初に「Check What」より監視する内容を選択します。 

ここでは、CPU Usage（CPU使用）でローカルマシンの CPU 使用率を例にします。 
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「Check What」のWindowsより「CPU Usage」を選択します。 

 

「Windows CPU Usage Check」ダイアログが表示されます。 

Computerの「Select」ボタンより監視するコンピューターを選択します。 

「Select」ボタンをクリックすると「Select Computer / IP Address」ダイアログが表示されます。 
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所属するドメインから検索する場合は「Workstation and Server in a Windows Domain」内でドメインを選

択して「Discover」ボタンをクリックしてください。 

IPアドレスから検索する場合は、「IP Range」ないで検索する IPの範囲と Scanで検索方法を選択して「Start 

Scan」ボタンをクリックしてください。 

検索結果は、それぞれの検索項目の下に表示されます。 
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ここでは、このコンピューターの CPU 使用を監視するため「Localhost」を選択して、「<< Copy」ボタン

で右側の Select Target Computer / Device」欄へコピーします。 

監視するコンピューターの選択が終了したら左下の「Select」ボタンをクリックします。 

 

「Windows CPU Usage Check」ダイアログに「Localhost」が追加されます。 

監視するコンピューター以外の項目を設定します。 

Credentials（資格情報） = この監視のためのアカウントを選択します。 

CPU = All CPU’s（すべての CPU） This CPU（この CPU）個別に CPUを監視する場合 

MAX CPU Usage（最大 CPU使用）= 監視のしきい値とする CPU使用率を設定します。 

 

CPU Monitoring 

ここでは、Collect CPU information for（CPU情報を収集）、Delay between each poll（ 

各ポーリング間の遅延）をミリ秒で設定できます。 

 

設定が完了したら「OK」ボタンでダイアログを終了します。 
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Create New Checkダイアログに戻りますので、「Check Frequency」でチェックの間隔などを設定します。 

Check every = チェック間隔です。

 

チェックの間隔は、second（秒）、minutes（分）、hours（時間）、days（日）から選択することができます。 

Check fails after = 失敗として検知する数です。「3」に設定した場合は、3回エラーとなった場合に、失敗

として扱います。 

この例では、CPU使用率 80％をエラーとして、CPU使用率を 30秒毎に監視し、CPU使用率 80％が 3回

連続で記録された場合に失敗として検知し、設定されている内容で通知を行うものとなります。 

 

On Hold =一時停止です。設定完了後、すぐに監視を始めたくない場合は、このチェックをおこなってくだ

さい。Hold（一時停止した状態で監視が追加されます。 

 

Schedule this Check = 曜日や時間によりスケジューリングされた監視を行う場合は、こちらを選択して表

示されるダイアログでスケジュールを設定してください。 



 32 

 

 

Alert Notificationsタブ 

 

ここでは、アラートの通知を設定できます。 

E-Mail Notifications（Failure） = 失敗と検知された場合に E-Mailを送信します。 

Recovery Notifications（Success） = 状態がエラー状態ではなくなった（リカバリーされた）場合に E-Mail

を送信します。 
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Alert Actionsタブ 

 

ここでは、失敗として検視された場合の動作（アクション）を設定できます。 

Run executable or batchjob = 失敗時、エラー回復時に外部プログラムやバッチファイルを実行します。 

Run a Visual Basic Script = 失敗時、エラー回復時に Visual Basicスクリプトを実行します。 

Run a PowerShell Script = 失敗時、エラー回復時に PowerShellスクリプトを実行します。 

Restart service or Reboot computer = 失敗時に指定したコンピューターの再起動やコンピューターのサー

ビスを再開始できます。 

⚫ No reboot/restart after Failure = 失敗時に再起動や再スタートを行いません。 

⚫ After failure, reboot the following computer = 失敗時にこの欄で指定されたコンピューターを再

起動します。 

⚫ After failure, restart service(s) on computer: 

The following service(s) must be restart: =失敗時に右側の欄で指定されたコンピューターのサー

ビスを再開始します。 
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Advancedタブ 

 

このタブでは、その他の詳細な内容を設定することができます。 

 

すべての設定が完了したら OKボタンでダイアログ終了します。 
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監視内容が追加され監視が開始されます。 

 

監視状況の状態 

 

監視項目がグリーンのマークとなっている場合は、正常（エラーのない）状態となります。 

監視項目が半分グリーンで半分赤色の場合は、エラーが発生しているが、失敗となる回数まで到達していな

い状態となります。 

監視項目が黄色の場合は、監視が正しく行えていない状態となります。 

監視項目が赤の場合は、失敗の状態となります。 
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画面下にはログが表示されます。 

エラー発生時のログやメール通知のログなども表示されます。 
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ActiveXperts Network Monitorの設定例 

いくつかの監視項目のご説明となります。 

エラーやエラー発生時の設定については、先にございます「チェックの追加」の内容をご参照ください。 

 

ICMP/Ping 

ICMP/Ping による監視を行います。 

 

Host / IP Address：Ping先のホスト、または IPアドレスを指定します。 

Number of Request : リクエスト数を設定します。 

Maximum avg. Response Time: 応答時間の最大アベレージを指定します。 

Time to Live（TTL）：TTLの値を設定します。 

Buffer Size:バッファサイズを設定します。 

 

HTTP/HTTPSのチェック 

HTTP/HTTPs Checkでは、WEBサイトの死活監視などを行うことができます。 
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HTTP(s) URL欄では、https、または httpを選択して、アドレスを入力してください。必要に応じて「TLS/SSL 

Settings」ボタンから使用する TLS、SSLバージョンを選択することができます。 

 

Availability and content matchingは、チェックする内容を設定できます。 

Check for availability only = 可用性のみをチェックします。（Webサイトへアクセスできない場合はエラー

となります。 

Page must contain(must not contain) the following pattern string(not case sensitive) = ページに含まれる、

または含まれない文字列（大文字と小文字を区別しない）によりエラーとします。 

※ご注意：文字列により監視を設定する場合、日本語を使用することはできません。日本語を指定した場合、

正しく検知ができません。 

 

上記の場合は、「TechnBlest」という文字列がページ内に含まれている場合は正常とし、含まれない場合は

エラーとします。 
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Match Caseを有効にした場合、大文字小文字を区別します。Use Regular Expressionsを有効にした場合、

正規表現を使用します。 

Time-out afterを有効にした場合、タイムアウトと判断する時間（ミリ秒）を指定できます。 

 

Web Site Authenticationでは、指定した URLで認証が必要な場合に、認証情報を設定できます。 

Proxy Settingsでは、指定した URLへの接続にプロキシサーバーを使用する場合の設定を行うことができ

ます。 

 

ディスク空き容量のチェック 

Disk Space Checkでは、指定したコンピューターの指定したドライブの空き容量を監視することができま

す。 

 

Computerでは、監視対象のコンピューターを指定してください。 

Credentialsでは、そのコンピューターを監視するために使用する資格情報を選択できます。 

Driveでは、監視するドライブを指定してください。 

 

Windowsベースのホスト（コンピューター）の場合は、「Host is a Windows based computer」を選択して

ください。非Windowsベースのホストの場合は、「Host is a non-Windows based NAS」を選択してくださ

い。 

 

Disk space Limitでは、エラーとする内容を設定します。 

Maximum allowed used spaceは、許可される最大使用容量となり、値は右側で設定できます。単位は％（パ

ーセント）MB、GBから選択できます。 

Minimum required free spaceは、求められる最小空き容量となり、値は右側で設定できます。単位は％（パ

ーセント）MB、GBから選択できます。 



 40 

例えば、Minimum required free spaceを選択して 250MBとした場合は、指定したドライブの空き容量が

250MB以下になった場合はエラーとなります。 

 

リムーブバブルドライブの検知（Windowsのみ） 

Removable Drive Checkでは、指定したドメイン内のすべてのコンピューター、または指定したコンピューターでリ

ムーバブルドライブが検知された場合にエラーとします。 

USB ドライブ、コンパクトフラッシュ、メモリなど、他のポータブルデバイスが検出された場合にエラーえらーとして検

知します。 

 

ドメイン内のすべてのコンピューターを監視する場合は、「Monitor all computer in this domain for 

removable drive」を選択して、監視対象とするドメインを入力してください。（ドメイン管理者の権限が必

要となります。） 

指定したコンピューターを監視する場合は、「Monitor the following computer(s) for removable drives」を選

択して「Manage」ボタンから監視対象のコンピューターを追加してください。 

 

「Use PING first to check if host is available. This will boost performance」を選択すると最初に PINGを使

用して、ホストが使用可能かどうかを確認します。 

 

Exclude Removable Drivesでは、監視から除外するドライブを追加することができます。 
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設定のヒント 

 

資格情報の管理 

ActiveXperts Network Monitorでは、接続するホストに合わせて資格情報を持つことができます。 

追加、設定は、Tool メニューの Optionsの Server Credentials タブより行うことができます。 

Windows 用の資格情報を追加するには、Platform から Windows を選択して「Add」（追加）ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

Windows Server Credentialsダイアログが表示されますので、目的の端末に接続するための資格情報を設定して

ください。 
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Windows端末の監視 

ActiveXperts Monitor での Windows 端末の CPU Usage や Disk Space Check 監視では、WMI（Windows 

Management Instrumentation）を使用します。 

ローカルホスト以外のリモート Windows 端末でこれらの監視をする場合は、監視される端末で WMI が有効となっ

ており、接続ができる状態である必要があります。 

また、ActiveXperts Network Monitorでも、監視するWindows端末のWMIを使用するための資格情報を持つ必

要がある場合があることにご注意ください。 
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お問い合わせに関して 

弊社での ActiveXperts Network Monitorの技術サポートは、電子メールによる受付のみとなっております。 

 

最新バージョンの ActiveXperts Network Monitor は、機能修正や機能追加を含みます。アップグレード保証期間内

の場合、最新バージョンへのアップグレードにより問題を解決できる場合もございます。お問い合わせをいただきます

前に、最新バージョンへのアップグレードについてもご検討ください。  

 

お問い合わせをいただきます場合、以下の内容をお送りくださいますようお願い申し上げます。 

お客様情報を確認できない場合、サポートを承ることができない場合がございますことをご了承ください。 

 

⚫ 会社名、お名前、ご連絡先（メールアドレス、お電話番号） （必須） 

⚫ ご購入日、ご購入店名 

⚫ キー情報（必須） 

⚫ ご利用いただいております ActiveXperts Network Monitorのバージョン情報 （必須） 

⚫ OS 

⚫ お問い合わせ内容（できるだけ詳細にご記載ください。） 

 

お問い合わせをいただく内容によっては、弊社よりご連絡をさせていただく場合がございます。必ずご連絡先の電話

番号をお書き添えください。 

※ご購入いただきました情報を確認できない場合、ご回答をさせていただくことができない場合がございますことをご了承ください。 

※最新バージョンへアップグレードいただけない場合、サポートをご提供できない場合がございますことをご了承ください。 
※ご回答までに２～３営業日ほどお時間をいただきますことをご了承ください。 

※ご回答いたしました内容に基づき直接的、間接的に発生した損害については弊社では一切責任を負いませんのでご了承ください。 

※お問い合わせをいただきました内容の解決をお約束するものではございません。 

※お送りをいただきました電子メールに含まれます情報は、弊社個人情報の取り扱いに関するポリシーに基づき適切に取り扱いいたします。 

 

お問い合わせ先： 

〒252-0303 神奈川県相模原市南区相模大野 3丁目 15-16-503 

テクノブレスト株式会社 

電子メール：support@technoblest.com （技術サポート）、sales@technoblest.com （販売に関して） 

お問い合わせ受付時間：月曜日～金曜日 10:00 ～12:00、13:00 ～17:00（祝祭日など弊社の非営業日を除きます） 

詳細なサポート条件、営業日などの情報につきましては、弊社 ActiveXperts Network Monitor Webサイト、および弊

社Webサイトをご参照ください。 

テクノブレスト株式会社 Webサイト： https://www.technoblest.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.technoblest.com/
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